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論 文 内 容 の 要 旨

申請者の主論文は,幼虫期 ･成虫期ともに多食性描食者であるナミ-ソミョウについて,京都大学上賀

茂演習林に生息する1地域個体群を8年間追跡し,またその間餌条件を変化させて室内実験を続け,それ

らをあわせてこの甲虫の生活史,成長と発育,繁殖様式,個体群の構造,その動態などを明らかにしたも

のである｡

成虫については数多くの個体を識別して,個体群の諸特性値を季節別 ･年別に調べ,また幼虫について

は全巣穴を標識し,各個体の発育 ･死亡を一つずつ追跡した｡その結果まず第1に,本種が極めて変異に

富んだ生活環を持っていることを明白にしている｡すなわち,成虫は夏に羽化し越冬して翌夏に死亡し尽

すが,その間ごく一部のみが秋に産卵を開始すること,幼虫の発育速度には著しい個性差が存在し,最も

はやいものは殆ど2年で羽化するが,3年 ･4年あるいはそれ以上を要するものも存在すること,どの令

においても越冬可能であること,従って,ある年に羽化するものは6群以上の産卵群からなること,など

がそれである｡

次に申請者は,この著しい発育の変異が専ら期間中に獲得する酋生物量によって決定していることを,

実証的に明らかにした｡すなわち,幼虫の加令や癖化は,それらがほぼ一定の体重に達することによって,

しかもその場合に限って行なわれ,生存率もまた餌獲得の状況によって殆ど一義的に決定すること,また

秋の産卵や越冬が成立するかどうかも,サイズによって定まった特定の体重に達するか否かによって決ま

ること,などを明白にしている｡

さらに,この個体群が成虫 ･幼虫ともに数のうえで安定していることを見つけ,その原田を究明しよう

とした.その結果,成虫間の干渉とそれに伴う劣悪な生息場所-の個体群の一部の移動が,個体数変化に

対して補償的に働くこと,また先に挙げた幼虫の発育の著しい変異性と,一定の体重に達することによっ

て産卵 ･越冬が開始されることとが,これまた同じく補償的に働くこと,などがこれに寄与しているのだ

と結論している｡

なお,参考論文のうち1篇ほ,-ソミョウ額2種の生息分布に関するものであり,他の1麓はゲソジボ

-219-



タルの集団産卵の発見報告である｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

昆虫個体群の研究は1930年代以来さまざま軒となされているが,一般に害虫と見倣される植食性の種を対

象とするものが多く,多食性掃食者についてのものは思いのほかに少ない｡また,構成員間に存在する個

体差の問題をその動態と結びつけたものも,相変異等の特別例を除いて殆どない｡

本研究は,同一の個体群を8年間にわたって追跡し,また幼虫の全部と成虫の大部分を個体識別するこ

とによって,さまざまな個体群過程に厳密な検討を加えたものであって,一つの種についての生態的モノ

グラフとしてほ,まずまず完壁に近い内容のものである｡

また,生活環がかくも変異に富んでいることを明白にした点は,とくに昆虫でははじめての業績であっ

て,学会での口頭発表以来,変異性を追求する昆虫研究者の輩出をうながした先駆的なものである0

さらに,加令 ･嫡化 ･秋期繁殖 ･越冬などについて,それが起 り得る条件を明示したこと,とくに ｢肥

満度｣(conditionfactor)の考え方を大きく発展させることにより,小型成虫は大型成虫に比べてつねに

生存価が低いのではなく,むしろ羽化後の栄養摂取条件の悪い場合には却って著しく有利なことを明示し

たこと,などは,理論的には以前にも予想され,また実験的にも若干知られていたところながら,極めて

高く評価し得るところである｡

個体群の安定性を引き起している機構として各段階における不断の密度効果を強調している部分も,い

ちおう説得的である｡ただ,これほどの資料を持ちながら,論議がナミ-ンミョウの1個体群の範囲に殆

ど終始している点,いささかならず物足 りないが,これは今後の問題であろう｡

いずれにせよ,この研究は質量ともに十分な資料のうえに立って実証的な論議をなした秀れた業績であ

って,昆虫の個体群生態学上はもとより,動物生態学全体の発展に寄与したところは著しく大きい｡

参考論文2篇もまた,申請者の生態学に対する広い知識とすぐれた研究態度を示すに十分である｡

よって本論文は,理学博士の学位論文として価値あるものと認められる｡
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